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生涯教育文献目録 (1980.1～1985.12)

広島大学教育学部
社会教育学研究室

凡 例
(1)学会員を対象に1986年３月から４月にかけて行なった生涯教育文献調査
の回答をもとに，1980年から1985年末までに発行された文献を収録した。

(2)領域別の整理は執筆者自身による回答を尊重し，複数回答のものは，一
番最初にあげられた領域のみを採用した。
(3)領域は次のとおりである。
１ 生 涯 教 育 一 般 ７ 生 涯 教 育 と 学 校 教 育
1 - a 生 涯 教 育 の 理 念 （ 学 校 改 革 ･ 学 校 開 放 も 含 む ）
1 - b 生 涯 教 育 の 歴 史 ８ 生 涯 教 育 と 地 域 社 会
1 - c 生 涯 教 育 の 内 容 ９ 生 涯 教 育 と 企 業 内 教 育
1 - d 生 涯 教 育 の 方 法 1 0 生 涯 教 育 と 放 送 ・ 通 信 教 育
1 - e 自 己 ( 管 理 的 ) 学 習 論 l l 生 涯 教 育 と 関 連 教 育 施 設
1 - fライフ・サイクル論（生 i鰯清センター･社会數育センター．
1 - g 学 習 社 会 論 公 民 館 ･ 文 化 セ ン タ ー な ど 計 姉 蒜 倫 を 含 む ）
1 - h そ の 他 1 2 学 習 情 報 ・ 相 談
２ 生 涯 教 育 と 青 少 年 教 育 １ ３ 人 材 活 用
３ 生 涯 教 育 と 成 人 教 育 １ ４ 生 涯 教 育 と 行 政 施 策

（ 婦 人 教 育 も 含 む ） （ 答 申 ・ 報 告 書 等 も 含 む ）
４ 生 涯 教 育 と 高 齢 者 教 育 １ ５ 生 涯 教 育 の 推 進 事 例
５生涯教育と社会体育･スポーツ１６諸外国の生涯教育
６ 生 涯 教 育 と 家 庭 教 育 １ ７ そ の 他
(4)文献は各領域ごとにＩ～VIに類別し，各年次別に配列した。さらに各年
次の中を執筆者（著者，翻訳者，編者）の50音順とした。
(5)記載事項は次のとおりである。
〈単行本＞①編著者名②書名③発行所名④発行年
<雑誌・報告書等の論文・記事＞①執筆者名②標題③所収誌名④巻・号⑤

発行所名⑥発行年⑦所収頁
(6)発行年，頁数の表記は次のとおりとした。
例:1980年→1980

３頁～５頁→３-５
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1．生涯教育一般

Ｉ 著 書
･佐々木隆介・森二三男・小畑和・柴晴彦，『新版生涯教育の原理と心理』，
開発社，1981.

･佐々木隆介.高倉嗣昌･松田光一･久富善之『社会学』，学術図書出版社，1982.
･下山田裕彦・山本恒夫・浅井経子他，「現代の教育と人間形成-その理想と生
きがいの探究』，川島書店，1982.

.瀬沼克彰，『生涯教育の構図』，大明堂，1983.

.板垣清一郎，「生涯学習のすすめ｣，清文社，1984.
．住岡英毅，『生涯教育の人間関係』，アカデミア出版会，1985。

I I 編 書
･塚本哲人・古野有隣・山路勝男編，『２１世紀への人づくりまちづくり』，日常出
版株式会社，1984.

.稲生到吾編著，『社会教育概論j,樹村房,1985,12-24.
･岡本包治・山本恒夫編，「生涯教育とは何か-課題から実践へ-」（生涯教育対

策実践シリーズ１)，ぎようせい，1985.
･岡本包治・山本恒夫編，『都道府県の生涯教育システム』（生涯教育対策実践シ
リーズ２），ぎようせい，1985.

･岡本包治・山本恒夫編，『市町村の生涯教育システム』（生涯教育対策実践シリ
ーズ３)，ぎようせい，1985.

･岡本包治・山本恒夫編，『生涯教育のアイディアと実践』（生涯教育対策実践シ
リーズ４)，ぎようせい,1985.

･岡本包治・山本恒夫編，『生涯教育データバンク』（生涯教育対策実践シリーズ
５)，ぎようせい，1985。

I I I 翻訳書
･岸本幸次郎.佐々木正治監訳，シュバルツ編著，『生涯教育-21世紀の教育改革』，
明治図書,1980｡
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I V 雑誌論文

･古野有隣・辻功・山本恒夫・浅井経子・山本和人・手打明敏，「社会教育シス
テムについての研究｣，「金沢大学大学教育開放センター紀要』，創刊号，金沢
大学大学教育開放センター,1980,94-126.

･山本恒夫，「生涯教育のシステム化｣，『生涯教育の展開」（日本生涯教育学会年
報第１号)，ぎようせい，１９８０，３-１９．

･山本恒夫，「生涯教育と我が国の教育水準｣，『文部時報』，第1252号，ぎようせ
い，1981,36-41.

･山本恒夫，「これからの社会教育｣，『地方議会人』，第12巻第２号，中央文化社，
1981,21-24.

･山本恒夫，「生涯学習の実態と可能性｣，『教育の情報』,NQ274,第一法規,１９８１,
６-１１．

･山本恒夫，「生涯教育推進の方向｣，「労務研究』，第34巻第４号，日本労務研究
会,１９８１,９-１４．

･佐々木隆介，「生涯教育と社会教育｣，「北海道教育｣，第93号，北海道立教育研
究所，1983,22-27.

･藤岡英雄･大串兎紀夫･小平さち子，「日本人の学習関心一成人の学習ニーズを
とらえる（学習関心調査･報告１)｣,｢NHK放送研究と調査』,５月号，日本
放送出版協会，１９８３，２-４３．

･岡本包治，「家庭教育･社会教育などの奨励｣，『教職研修』，145号，教育開発研
究所,1984,70-72.

･藤岡英雄，「市民生活と学習一意識と学習行動の現状｣，『社会教育｣，第40巻第
５号，全日本社会教育連合会，1985,67-72.

･山本恒夫,｢10年後の社会教育はどうなるか｣，『社会教育』，第40巻第５号，全
日本社会教育連合会，1985,5-14。

Ｖ編纂書論文
･吉川弘，「生涯教育構想の中の社会教育｣，古野有隣・伊藤俊夫・吉川弘・
山本恒夫編，『現代社会教育の展開｣，文教書院，1980,21-31.

･岡本包治,「離島住民の学習と連帯一教育･文化的課題とその解決方策について｣，
岡本包治編著，『社会教育の基礎技術』（講座現代の社会教育第１巻)，ぎよう
せい，1981,233-252.

･山本恒夫，「生涯教育時代における社会教育の役割｣，国立社会教育研修所編，
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『生涯教育の展望』，国立社会教育研修所,1981,102-120.
.山本恒夫，「社会教育｣，大浦猛編，『教育学』（第３版)，医学書院，１９８２，５１
-７９．

･山本恒夫，「生涯教育のシステム化｣，筑波大学教育学研究会編，「現代教育学の
基礎』，ぎようせい,1982,170-175.

･浅井経子，「学習者の学習需要把握｣，伊藤俊夫・河野重男・辻功編，『新社会
教育事典｣，第一法規,1983,266-270.

･岡本包治，「生涯学習のすすめ｣，厚木市教委，『生涯学習のすすめ』，厚木市教

育委員会，1983,18-30.
･山本恒夫，「社会教育の理論アブ・ローチⅥ-実証研究の視座｣，伊藤俊夫・河野
重男・辻功編，「新社会教育事典』，第一法規，1983,37-43.

･山本恒夫，「生活意識・学習要求の変容と社会教育｣，伊藤俊夫・河野重男・辻
功編，「新社会教育事典』，第一法規，1983,114-120.

･佐々木隆介，「社会の変化と生涯教育｣，家族問題研究会編，『家庭なき家族』，

北海道教育社，1984,54-64.
．角替弘志，「社会教育制度｣，教育制度研究会編，『要説教育制度｣，学術図書出
版社，1984.

･山本恒夫，「生涯教育とシステム化｣，鹿児島県編,I2000年のかごしま研究会委
員論文集』，鹿児島県，1984,147-157.

･浅井経子，「データでみる日本の生涯教育｣，岡本包治･山本恒夫編，『生涯教育
データバンク』（生涯教育対策実践シリーズ５)，ぎようせい,1985,1-217.

･岡本包治，「生涯教育の現状と課題｣，岡本包治･山本恒夫編，「生涯教育とは何
か-課題から実践へ-』（生涯教育対策実践シリーズ１)，ぎようせい，１９８５，
３-１１｡

･佐々木隆介，「生涯教育の意義｣，北海道青少年育成協会，『家庭のまど-中高校
生を持つ親と教師のために-』（第18編)，財団法人北海道青少年育成協会，
1985,55-70｡

･渋谷英章，「日本の生涯教育施策｣，岡本包治･山本恒夫編，「生涯教育のアイデ
ィアと実践」（生涯教育対策実践シリーズ４），ぎようせい,1985,30-47.

.角替弘志，「生涯教育｣，藤田忠男監修，『学校教育基礎論｣，梓出版社，1985,
205-215.

.伴恒信，「ユネスコの生涯教育｣，新堀通也編，『現代生涯教育の研究』，ぎよ
うせい，1985,60-76.

･三浦清一郎，「生涯教育事業組織化の方向｣，福岡県立社会教育総合センター編
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『福岡県の生涯教育』，第１集，福岡県立社会教育総合センター，１９８５，１-
５．

･山田恒夫，「日本の高齢化と生涯学習｣，岡本包治･山本恒夫編，「生涯教育とは

何か-課題から実践へ-』(生涯教育対策実践シリーズ１)，ぎようせい,1985,
315-330.

･山本恒夫，「一般的（非職業的）な継続教育の構造（日本)｣，木田宏｡H.ベッ
カー編，『(日独シンポジウム）日本とドイツの継続教育j,愛育出版,1985,
70-89.

･山本恒夫，「都道府県における生涯教育の推進状況一その全体的傾向一｣，岡本
包治・山本恒夫編，『都道府県の生涯教育システム』（生涯教育対策実践シリ
ーズ２），ぎようせい,1985,1-27。

V I 調査報告
･山本恒夫，「生涯教育の必要性｣，栃木県藤原町教育委員会編，『藤原町の町民意

識と学習意欲に関する調査』，栃木県藤原町教育委員会,1980,65-76.
･山本恒夫，『都道府県の生涯教育(概要)』，日本生涯教育学会｢生涯教育類型研
究会｣，1983.

･今野豊，「生涯教育の推進をめざして｣，「派遣社会教育主事教育実践研究報告

書』，第８集，北海道教育庁十勝教育局，１９８４，１-６。
･馬場栄一,「市民の学習活動の実態･学習ニーズに関する調査研究｣,『研究紀要』，

第３号，高松市教育文化研究所,1984,1-50．
･山形県生涯教育推進連絡会議，『山形県生涯教育関連事業概要j,山形県（生活
福祉部)，1984.

･山本恒夫，「全体的な傾向｣，日本生涯教育学会「生涯教育類型研究会」編，『都

道府県の生涯教育調査』，日本生涯教育学会「生涯教育類型研究会｣，１９８４，
5-20｡

･浅井経子,｢10年後の社会教育はどうなっているか-予測調査報告一｣，『社会教
育』，第40巻第５号，全日本社会教育連合会，1985,87-99。

１-ａ生涯教育の理念

I V 雑 誌論文

・岡本包治，「社会教育はなぜいま必要なのか｣，『社会教育資料』，８４号，広池学
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園出版部,1982,24-33｡
．住岡英毅,「生涯教育理念からみた脱学校論｣,「日本社会教育学会紀要』,No.18,
日本社会教育学会，１９８２，７-１４．

･赤尾勝己,「生涯教育における教育機会均等概念の検討｣,『生涯教育と社会教育」

（日本生涯教育学会年報第４号)，ぎようせい,1983,163-177.
･岡本包治，「生涯教育とは何か｣，「社会教育』，第38巻443号，全日本社会教育連
合会，１９８３，５-９．

･香川正弘･広渡秀一，「生きがい学習の編成と評価の構造一さが社会保険セン
ターにおける実践一｣，『佐賀大学教育学部研究論文集』，第33集第１号(1),
佐賀大学教育学部，1985,1-26。

Ｖ編纂書論文
･佐々木隆介，「生涯教育の理念と展望｣，国立社会教育研修所編，『生涯教育の理
念と展望｣，国立社会教育研修所，1984,21-42.

･佐伯信男，「昭和９年（1934）における中田・松尾論争の今日的意義｣，佐伯信
男編著，『社会教育施設論Ij(私家版),教友社,1985,181-196.

．住岡英毅，「社会教育のコミュニケーション論｣，新堀通也編，『現代生涯教育の
研究』，ぎようせい,1985,31-45。

V I 調 査報告

･香川正弘，「社会保険福祉サービスセンター（仮称）の理念｣，『社会保険福祉サ
ービスセンター（仮称）の有効利用の方策に関する調査研究報告書｣，財団法
人佐賀経済調査協会,1983,41-56.

･香川正弘，「社会保険福祉サービスセンター（仮称）の人的組織｣，『社会保険福
祉サービスセンター（仮称）の有効利用の方策に関する調査研究報告書｣，財
団法人佐賀経済調査協会,1983,77-90.

･香川正弘，『社会保険センター運用に関する調査研究報告書｣，社団法人全国社
会保険協会連合会，1984。

１-ｂ生涯教育の歴史

I I 編 書

・生涯教育研究所編(編集代表･斎藤清三)，「社会教育の軌跡と展望』，中央書店，
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1984.

I V 雑 誌 論 文

・小池源吾，「シカゴ大学における大学拡張の定着過程に関する研究｣，『日本社会
教育学会紀要』，第16号，日本社会教育学会,1980,61-69.

・山本恒夫，「近代日本人の精神構造分析(I)-精神構造の理論的検討一｣，『筑

波大学教育学系論集』，第４巻，筑波大学教育学系,1980,111-122.
・山本恒夫，「相原熊太郎」（社会教育論者の群像)，『社会教育｣，第36巻第８号，
全日本社会教育連合会，1981,43-47.

・山本恒夫，「近代日本人の精神構造分析(II)-実業人の場合一｣，「筑波大学教
育学系論集』，第５巻，筑波大学教育学系，1981,111-125.

・香川正弘,「イギリス地方試験制度の成立過程｣,『佐賀大学教育学部研究論文集」

第30集第１号(1),佐賀大学教育学部,1982,19-41．
・小池源吾，「アメリカ大学拡張協会における拡張講師の一考察｣，『生涯教育と学
校教育』（日本生涯教育学会年報第３号)，ぎようせい,1982,323-341.

・山本恒夫，「近代日本人の精神構造分析(Ⅲ)-政官界人を中心に-｣，『筑波大
学教育学系論集』，第６巻，筑波大学教育学系,1982,93-106.

・山本恒夫，「国民教化と庶民の対応｣，『歴史公論』，第83号，雄山閣，１９８２，５５
-６０．

・香川正弘，「イギリスにおける女性高等教育運動の先駆的動向｣，『佐賀大学教育
学部研究論文集』，第31集第２号(2)，佐賀大学教育学部,1983,21-45.

・香川正弘,｢1800年における二つのメカニックス，クラスの歴史的意義｣，『日本
社会教育学会紀要j,No.20,日本社会教育学会,1984,1-8．

・小池源吾,｢G.ヘンダーソンの英国大学拡張報告｣，『今治明徳短期大学紀要』，
第16集，今治明徳短期大学,1984,1-21．

・佐伯信男,「明治期における図書館の教育機能について｣,『地域の中の生涯学習』
（日本生涯教育学会年報第５号)，ぎようせい，1984,131-149.

・佐藤晴雄，「イギリスの対ドイツ占領教育政策一青年活動の復興一｣，『教育学研
究年報』，第４号，東京学芸大学教育学教室,1985,110-116｡

・山本恒夫，「芸能･遊び｣，『歴史読本スペシャル』，第12号，新人物往来社，1985,
321-330.

Ｖ 編 纂 書 論 文

・山本恒夫，「日本の社会教育一明治･大正･昭和（戦前)｣，伊藤俊夫･河野重男．
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辻功編『新社会教育事典｣，第一法規，1983,56-63.
･山本恒夫，「歴史的研究の意義｣，伊藤俊夫・河野重男・辻功編，『新社会教育
事典』，第一法規，1983,44-49.

･香川正弘・元木健，「生涯教育と高等教育一大学拡張事業一｣，元木健・諸
岡和房編，『生涯教育の構想と展開』，第一法規,1984,195-221｡

･三浦清一郎，「アメリカ合衆国の社会教育史｣，国立社会教育研修所編，『外国の
社会教育史シリーズ１』，国立社会教育研修所，１９８４，１-２５．

･佐伯信男，『-生涯教育の観点からみた-図書館の教育性の史的考察(上)｣，佐
伯信男編著，『社会教育施設論Ｉ』（私家版)，教友社，1985,1-180.

･Kagawa,Masahiro,TAZAWAYoshiharu(1885-1944),inJ.E.Thomas
andBarryEIsay(Ed.) ,肋花〃α伽"α/茂Qg'""yqrA""E""“"0" ,Dept.
ofAdultEducation,UniversityofNottingham,1985,582-586.

１-ｃ生涯教育の内容

Ｉ 著 書
・瀬沼克彰，『余暇教育の出発』，学友社，1985．

I I 編 書
・岡本包治編，『学習プログラムー立案・展開・評価一』（講座現代の社会教育第
３巻)，ぎようせい,1980｡

．稲生勁吾編著，『社会教育概論｣，樹村房,1985,119-144。

I V 雑誌論文

･池田秀男，「生涯教育における基礎教育｣，『教育社会学研究｣，第35集，東洋館，
1980,36-46°

･稲生勁吾，「発達課題と生涯教育一社会学的アプローチー｣，『生涯教育体系の構
想」（日本生涯教育学会年報第２号)，ぎようせい,1981,27-49.

．稲生勁吾，「公民館における学習要求調査の方法に関する一試論｣，「生涯教育と
社会教育』（日本生涯教育学会年報第４号)，ぎようせい，1983,125-134.

･岡本包治，「公民館における学習う°ログラムの診断一学習課題を中心として｣，
『月刊公民館』，第322号，全国公民館連合会，１９８４，５-９．

･池田秀男，「市民生活のための学習課題と変革の動向｣，『社会教育』，第40巻第



生涯教育文献目録291
５号，全日本社会教育連合会，1985,73-78.

Ｖ編纂書論文
･岡本包治，「学習要求と学習必要の把握｣，岡本包治編著，『学習プログラムー立

案・展開・評価一』（講座現代の社会教育第３巻)，ぎようせい，１９８０，８３-
90．

・有馬広実，『｢成人の学習領域」研究のための基礎資料』（中間まとめ)，国立社

会教育研修所，1983.
・三浦清一郎，「成人教育の目標と内容についての一考察｣，国立社会教育研修所
編，『社会教育の目標と内容一その１-』，国立社会教育研修所，１９８３，３５-
５３．

・池田秀男，「教育内容の編成｣，伊藤俊夫・河野重雄・辻功編，『新社会教育事

典』，第一法規,1983,280-285｡
．稲生勁吾，「成人教育の学習内容の選択と編成の視点｣，国立社会教育研修所編

『社会教育の目標と内容｣，国立社会教育研修所，1983,93-116。

V I 調査報告
･香川正弘，「地域における生涯教育調査一昨年１年間の学習内容｣,I社会教育指

導充実強化事業報告書〔昭56佐(1)]j,佐賀県教育委員会,1982,36-57.
．稲生勁吾，「『成人の学習領域j研究のための基礎資料」（中間まとめNQ1),『国
立社会教育研修所研究資料｣，国立社会教育研修所,1983.

.稲生勁吾,「『成人の学習領域｣研究のための基礎資料」（中間まとめNo.2),『国
立社会教育研修所研究資料』，国立社会教育研修所,1983.

･香川正弘･進藤宗洋，「社会保険福祉サービスセンター（仮称）のプログラム編
成の具体的展開｣，『社会保険福祉サービスセンター（仮称）の有効利用の方
策に関する調査研究報告書｣，財団法人佐賀経済調査協会，1983,141-222。

1 - ．生涯教育の方法

I I 編 書
･岡本包治編，『社会教育事業一企画・運営・評価一』（講座現代の社会教育第２
巻)，ぎようせい，1980.

･岡本包治編，『社会教育職員必携一社会教育の指導と事務一』（講座現代の社会
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教育第７巻)，ぎようせい,1980.
.岡本包治編，『社会教育の基礎技術』(講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい，

1981｡

I V 雑誌論文

･由利忠四郎，「社会教育関係団体への援助の視点｣，『社会教育｣，第35巻第10号，
全日本社会教育連合会,1980,17-21.

･岡本包治,「住民感覚で編成する公民館事業一広報活動と学級講座を中心として｣，
「月刊公民館』，292号，全国公民館連合会，１９８１，５-９．

･浅井経子，「社会教育指数のつくり方｣，「社会教育』，第38巻第10号，全日本社
会教育連合会,1982,61-80.

･池田秀男，「学習機会拡充方策モデル開発のための作業仮説｣，「広島大学教育学
部紀要』，第１部第30号，広島大学教育学部,1982,62-77.

･岡本包治，「事業編成論一住民の声をどう取り上げるか｣，『月刊公民館』,314号，
全国公民館連合会，１９８３，５-９．

･山本恒夫，「社会教育の指標作成と評価｣，『社会教育』，第38巻第10号，全日本

社会教育連合会，１９８３，５-１１．
･山本恒夫，「ソフト技術の開発が大きな課題｣，週刊ダイヤモンド別冊『日本の
未来技術800j(昭和58年３月),ダイヤモンド社,1983,72-75.

･池田秀男，「生涯教育の推進システムとは何か｣，『生涯教育の推進システム』（日
本生涯教育学会年報第６号)，ぎようせい,1985,3-20．

･岡本包治，「生涯教育をめざす社会教育事業の方向｣，「社会教育』，第40巻第463

号，全日本社会教育連合会，１９８５，５-９．
･半田次男，「生涯学習社会形成に関する方法論について｣，『地域経済研究年報』，
第20巻，地域経済研究会,1985,1-17。

Ｖ編纂書論文
･岡本包治,「社会教育事業の種類と構造｣,岡本包治編著,『社会教育事業一企画・
運営・評価一』（講座現代の社会教育第２巻)，ぎようせい,1980,6-16．

･岡本包治，「学習プログラム立案の手順と留意点｣，岡本包治編著，『学習プロク
ラムー立案･展開･評価-j(講座現代の社会教育第３巻),ぎようせい,1980,
64-82.

･伊藤俊夫，「個人学習援助の方法｣，日高幸男編，「社会教育実践の方法･技術｣，
全日本社会教育連合会，1981,74-85。
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･岡本包治，「社会教育調査の技法｣，岡本包治編著，「社会教育の基礎技術』（講
座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,10-27.

･岡本包治，「討議と助言の仕方｣，岡本包治編著，『社会教育の基礎技術」（講座
現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,38-50｡

･岡本包治,「社会教育指導法のいろいろ｣，岡本包治編著，『社会教育の基礎技術』

（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,68-72.
･岡本包治，「学級・講座の企画と運営｣，岡本包治編著，『社会教育の基礎技術』

（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,１９８１,８４-１００．
･岡本包治，「社会教育における趣味学習の扱い方｣，岡本包治編著,i社会教育の
基礎技術」（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,102-113.

･岡本包治，「社会教育専門職員の研修計画と展開｣，岡本包治編著，『社会教育の

基礎技術」（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,143-153.
･岡本包治,｢青年教育施設の指導活動一集団研修におけるリクリエーション指導
の意義と役割｣，岡本包治編著，「社会教育の基礎技術』（講座現代の社会教育
第１巻)，ぎようせい，1981,175-186.

･岡本包治，「現代リーダー論｣，岡本包治編著，『社会教育の基礎技術』（講座現

代の社会教育第１巻)，ぎようせい,1981,188-204.
･岡本包治，「社会教育団体活動のポイント｣，岡本包治編著，「社会教育の基礎技
術」（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい，1981,205-215.

･岡本包治，「団体リーダーの役割｣，岡本包治編著，「社会教育の基礎技術！（講
座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい，1981,216-231.

･岡本包治・山本恒夫，「魅力ある社会教育事業の条件とその診断方法｣，岡本包
治編著，『社会教育の基礎技術』（講座現代の社会教育第１巻)，ぎようせい，
1981,73-83.

･山本恒夫，「社会教育調査の方法･技術｣，日高幸男編，『社会教育実践の方法・
技術』，全日本社会教育連合会，1981,17-28.

･伊藤俊夫，「社会教育の意義｣，社会教育連合会編，「新編社会教育必携j,社会
教育連合会，1983,11-16.

･三浦清一郎，「社会教育の計画法｣，伊藤俊夫・河野重男・辻功編，『新社会教
育事典｣，第一法規，1983,261-266.

･山本恒夫，「社会教育における視聴覚教育の現状と課題｣，文部省視聴覚教育課
編，「昭和58年度視聴覚教育指導者講座』，文部省視聴覚教育課,1983,127-
１３５．

･三浦清一郎，「成人教育の編成と方法｣，元木健･諸岡和房編，「生涯教育の構
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想と展開』（教育学研修講座13)，第一法規,１９８４,１１５-１３８．
･佐々木正治，「生涯教育の推進とアウトリーチ｣，岡本包治･山本恒夫編，「生涯
教育のアイディアと実践』(生涯教育対策実践シリーズ４），ぎようせい,1985,
258-267.

･渋谷英章，「ノンフォーマル・エデュケイション｣，岡本包治・山本恒夫編，『生

涯教育のアイディアと実践』（生涯教育対策実践シリーズ４），ぎようせい，
1985,268-280｡

･山本恒夫，「社会教育における視聴覚教育の現状と課題｣，文部省学習情報課編
『昭和60年度視聴覚教育の現状と課題』,文部省学習情報課,1985,109-118｡

１-ｅ自己（管理的）学習

Ｉ 著 書
･街道孝志，「走快記一早朝ランニング10年の体験』，街道孝志，1983年。
･街道孝志，「爽快記一生涯青年の人生』，街道孝志。

Ｖ編纂書論文
･関口勇，「学ぶということ-これからの社会教育一｣，『あらかわの社会教育』，

東京都荒川区教育委員会,1984,37-40.
･池田秀男，「自己管理的学習論｣，新堀通也編，『現代生涯教育の研究』，ぎよう
せい,1985,15-30。

ｌ-ｆライフ・サイクル論

I V雑誌論文

･池田秀男，多々納道子，「ライフサイクル第二期女性の学習課題と社会教育｣，
『広島大学教育学部紀要｣，第１部29巻，広島大学教育学部，1981,61-67°

･葛原生子，「ライフサイクル論と成人教育一成人の学習内容の解明を中心に｣，
『生涯教育の推進システム」（日本生涯教育学会年報第６号)，ぎようせい，
1985,151-168。
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Ｖ編纂書論文
･池田秀男，「ライフサイクル論｣，新堀通也編，『社会教育学」（現代教育学シリ
ーズ11)，有信堂，1981,239-259.

･葛原生子，「女性のライフサイクルと発達課題｣，池田秀男編著，『婦人問題学習
ハンドブック』，ぎようせい,1984,88-106。

1 - ９学習社会論

I V雑誌論文

･赤尾勝己，「我が国への生涯教育論導入をめく･る一考察｣，『慶応義塾大学大学院
社会学研究科紀要』，第24号，1984,77-86°

･赤尾勝己,「生涯教育理論の新しいパラダイム｣，「生涯教育の推進システム』（日
本生涯教育学会年報第６号)，ぎようせい，1985,121-134。

Ｖ編纂書論文
･伊藤俊夫，「青少年と学習社会｣，伊藤俊夫・山本恒夫･吉川弘編，『生涯教育
と青少年教育｣，ぎようせい,1981,169-186.

･池田秀男，「学習社会論からみた状況と展望｣，伊藤三次編，「生活構造の変容と
社会教育』（日本の社会教育第28集)，東洋館出版社，1984,192-201。

１ - ｈ そ の 他

Ｉ 著 書

・池田景一，『もう非行はおこらない，原因は目にあった』，葦書房，1984．

I I 編 書

・麻生誠･池田秀男編，『教育革新と教育計画』（教育学研修講座１)，第一法規，
1984.

I V 雑 誌 論 文

・水谷修，「社会教育指標の活用のしかた｣，『社会教育』，第38巻第10号，全日



２９６

本社会教育連合会，1983,81-93.
･水谷修,「社会教育事業計画に関する実証的研究一公民館における学級講座を
規定する要因分析をとおして｣，『筑波大学教育学系論集j,第８巻１号，筑波
大学教育学系，1983,63-79.

･赤尾勝己，「教育管理の社会的基底に関する一考察｣，慶応義塾大学三田哲学会
『哲学』，第80集,1985,149-172。

Ｖ編纂書論文

･池田秀男，「社会化の視点からみた教育｣，友田泰正編，『教育社会学』（現代教
育学シリーズ２)，有信堂，１９８２，４２-５９

･伊藤俊夫，「都市の社会教育｣，久保庭信一編，「都市の教育・文化』（新時代の
都市政策ll) ,ぎようせい,1982,42-59.

･Hideolkeda,SocialEducation:Definit ion,DescriptionandRecent
Research,Eｔ加αz伽〃〃ノ"""Vol-X,FacultyofEducationHiroshima
University,1983,37-46.

･伊藤俊夫，「社会教育と家庭教育一生涯教育展開の場一｣，坂元弘直編，『公教育
と学校」（学校管理講座第１巻)，第一法規，1984,277-299.

･有馬広美，「余暇学習グループの最近の動向｣,I余暇学習の実践事例に関する調
査研究」（研究代表湯上二郎)，日本余暇文化振興会，1985,17-27。

2．生涯教育と青少年教育

Ｉ 著 書

・瀬沼克彰，『地域活動と青少年j,大明堂,1984．

I I 編 書

・岡本包治編「青少年の学習一活動と指導一』（講座現代の社会教育第４巻)，ぎ
ようせい,1980｡

・伊藤俊夫・山本恒夫・吉川弘編著，『生涯教育と青少年教育』，ぎようせい，
1981.

・岡本包治・福留強・矢荻操編著，「学校．家庭．地域と非行防止一青少年健全
育成の実践から』，ぎようせい，1983.

・宮沢純太郎編，『家庭教育，学校教育，社会教育の役割を考える』，山梨県教育
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委員会，1983.

I V 雑誌論文

・池田秀男,「青少年教育の課題と社会教育学的接近法｣,『広島大学教育学部紀要』
第１部28巻，広島大学教育学部，1980,133-142.

・岡本包治，「青年にとっての家庭生活｣，『青年心理』,18号，金子書房,1980,
46-52.

．押谷由夫，「変動社会における子どもの社会教育の展開｣，『研究紀要』，第10号，
高松短期大学,1980,1-15．

．角替弘志，「少年自然の家における教育効果｣，「社会教育』，第35巻第11号，全
日本社会教育連合会,1980,23-29.

．角替弘志，「少年教育における『学習ｊ概念と学習行動｣，『静岡大学教育学部研
究報告・人文社会科学篇』，第30号，静岡大学教育学部,1980,121-130.

．角替弘志，「青年期による能力育成と体験｣，『月刊高校教育』，第13巻第10号，
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